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恵
曹
然
を
た
い
せ
つ
に
し
が
美
し
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Ⅱ

絢
興
冒
典
が
参
鮒

一
月
三
十
日
㈹
文
化
会
館
で
「
第

十
二
回
交
通
安
全
市
民
の
つ
ど
い
」
と

〃
交
通
事
故
追
放
豆
ま
き
大
会
“
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校
庭
や
市
街
地
、
海
岸
線
を
、
男
子

は
三
○
○
ｍ
、
女
子
は
二
○
○
ｍ
全
力

疾
走
し
て
、
一
チ
ー
ム
、
一
六
九
人
が

次
々
に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
男

「
第
十
回
交
通
事

故
追
放
豆
ま
き
大

会
」
が
、
約
八
百

人
の
参
加
で
開
か

れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
功
労

者
や
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル
入
賞
者

の
表
彰
の
あ
と
県

警
婦
人
警
察
官
に

よ
る
腹
話
術
の
ほ

か
、
豆
ま
き
な
ど

が
盛
大
に
行
わ
れ

事
故
追
放
と
交
通

安
全
を
願
い
ま
し

た
。 み

ん
な
の
趣
を
一
つ
に
ト

郷
ト
ン
リ
レ
ー
で
マ
ラ
ソ
ン

ー
‐
１
１
『
奮
界
薪
記
録
達
蟻

表
紙高

萩
中
学
校
立
志
式

《ポスターコンクール最優秀作品》
矛＝－

認

鐘
鈴
擬愚董 女

と
も
連
日
、
タ
イ
ム
を
決
め
て
練
習

に
励
み
、
こ
の
日
に
備
え
て
準
備
万
端

〃
バ
ト
ン
を
落
と
さ
な
い
だ
ろ
う
か
〃

空
こ
ろ
ん
だ
り
し
な
い
か
“
生
徒
た
ち

は
、
不
安
と
世
界
新
記
録
の
期
侍
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
な
が
ら
、
二
発
の
花
火

を
合
図
に
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

二
月
九
日
㈹
高
萩
中
学
校
で
、
二

年
生
三
三
八
人
が
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、

一
周
三
伽
の
コ
ー
ス
を
十
四
周
（
残
り

は
校
庭
）
し
て
、
四
十
二
・
一
九
五
町

Ｉ
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
世
界
記
録
、
カ
ル

ロ
ス
・
ロ
ペ
ス
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
の
持

つ
、
二
時
間
七
分
十
二
秒
に
挑
戦
し
ま

蕊

小学生6年の部神代学くん(松岡小）

小学生4年の部小島加奈さん(松岡小）

おｺﾉおぶないノ
し
た
ｃ沿
道
か
ら
は
、
応
援
に
か
け
つ
け
た

父
兄
な
ど
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
が
ん
ば

れ
、
も
う
少
し
よ
／
，
」
と
た
く
さ
ん
の

声
援
や
拍
手
が
わ
き
あ
が
る
な
か
、
生

徒
た
ち
は
、
ひ
た
す
ら
走
り
続
け
ま
し

た
。
バ
ト
ン
を
渡
し
て
、
道
に
座
り
こ
み
、

肩
で
息
を
し
て
い
る
人
、
走
り
終
え
た

満
足
感
か
ら
笑
み
の
こ
ぼ
れ
る
人
・
…
。
．

さ
ま
ざ
ま
な
表
情
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
、
ゴ
ー
ル
が
近
づ
き
、
仲

間
た
ち
が
待
ち
受
け
る
な
か
、
二
組
の

ア
ン
カ
ー
が
飛
び
込
み
ま
し
た
。

冬基
黙

舜賢

“

小学生5年の部鈴木仁子さん(松岡小） 中学生の部大部美穂子さん(秋山中）

一
時
間
五
七
分
三
八
秒
、
世
界
新
記
巴

録
達
成
の
瞬
間
に
、
く
す
玉
が
割
ら
れ

ゴ
ー
ル
附
近
は
歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

も
う
一
組
も
、
五
秒
差
の
一
時
間
五

七
分
四
三
秒
で
、
と
も
に
新
記
録
達
成
、

生
徒
た
ち
や
先
生
、
父
兄
な
ど
、
み
ん

な
の
心
が
一
つ
に
な
っ
た
一
瞬
で
し
た
。

こ
の
あ
と
、
二
十
年
後
の
僕
と
私
に

あ
て
た
手
紙
を
入
れ
た
、
タ
ィ
ム
ヵ
プ
｜

セ
ル
を
校
庭
に
埋
め
て
、
思
い
出
深
い
茜

立
志
式
（
十
一
年
前
か
ら
数
え
十
五
歳
魂１

に
な
る
二
年
生
を
対
象
）
と
な
り
ま
し
・１５

た
。
１

二
月
二
十
六
日
③
卿
日
本
桜
の
会

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
山
桜
の
苗
木
、
一
五

当
り

○
本
が
〃
健
康
の
杜
づ
く
り
〃
ｌ
自
然

環
境
保
全
、
緑
化
推
進
事
業
の
一
環
と

し
て
、
高
萩
温
泉
病
院
や
特
別
養
護
老

し
よ
う
・
勺
い

人
ホ
ー
ム
松
籟
荘
周
辺
に
植
樹
さ
れ
ま

し
た
。

も
り

〃
健
康
の
杜
づ
く
り
〃
に

山
桜
一
五
○
本
を
植
樹

－テレフォンサービス「市政案内」は23-1151 . 1152です－



県教育研究会長賞を受賞

高萩中学校生物クラブ

こ
の
ほ
ど
、
高
萩
中
学
校
生
物
ク

ラ
ブ
の
研
究
作
品
「
水
生
昆
虫
か
ら

見
た
関
根
川
、
花
貫
川
の
水
質
と
生

態
」
が
、
県
の
児
童
生
徒
科
学
研
究

作
品
展
で
、
教
育
研
究
会
長
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。

生
物
ク
ラ
ブ
（
部
員
約
二
十
人
）

の
生
徒
た
ち
は
、
私
た
ち
の
住
ん
で

い
る
高
萩
市
の
二
つ
の
河
川
、
関
根

川
と
花
貫
川
、
と
く
に
、
関
根
川
に

サ
ケ
が
の
ぼ
る
こ
と
に
注
目
し
て
、

「
水
質
に
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か

？
」
と
素
朴
な
疑
問
を
も
ち
、
四
年

前
か
ら
調
査
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
間
、
夏
休
み
な
ど
を
利
用
し

て
た
び
た
び
両
河
川
に
足
を
運
び
、

四
年
間
の
水
質
の
推
移
な
ど
を
調
べ

る
と
と
も
に
、
水
生
昆
虫
の
生
態
や

流
速
、
岩
石
の
大
き
さ
、
形
な
ど
に

つ
い
て
研
究
、
観
察
を
継
続
的
に
続

け
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
も
の
で

す
。

「
こ
れ
か
ら
は
、
水
生
昆
虫
や
そ

の
卵
な
ど
を
見
つ
け
て
い
る
の
で
、

写真左から鈴木拓雄・下山田英樹・

小川康之・大谷責紀・大部崇くん
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飼
育
や
生
態
観

察
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
み
た

い
Ｊ
と
受
賞
の

喜
び
を
こ
う
話

し
て
く
れ
ま
し

水生昆虫の採集結果
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トビゲラ

左図のような観察

装置を作り，活動の

ようすを観察しまし

た。

カゲロウ

水の流れ
↓

：
カワゲラ先季

認
疎

水の流れ

、

＜一
鯵害

水の流れに，ただ

流されるだけ

日本には300"●トビゲラ類は， 日本には300種

類以上いるといわれ，大きなも

のは約70mm程度，普通は10mm程

度のものが多い。

●体はイモムシ状で3対の足があ

り長い尾はない。

・網を張るものや，石の間に筒状

の巣を作るものがいる。

●持ち運びできるミノムシのよう

な巣を作る種類も多く ，石や砂

粒や木の葉などでさまざまな形

の巣を作る。

巣の形や材料は，種類を見分け

る目安となる。

水の流れ
↓ 流されながらも，

ヘリにより動いた

・体長は5～20mm, えらは葉状，

爪状の足は棒状のものが1本，

尾はたいてい3本

・体は偏平・流線型， その他とげ

が多くて， いかついたものなとﾞ

さまざまである。
せきれき

●平瀬やゆるやかな流れの石礫面

やくぼみ， よどみのごみや水草

砂の中などに生息する。

・日本産でも約100もの種類に分

けられる。

ノ、流れをななめに受

けながら前進

・体長は数mm～30mm,尾は2本で

尾の長さは，体長の約半分，胸

の下面や腹の末端に，ふさ状の

えらがあり足の爪は2本
れき

・渓流の石，礫の間や流れがゆる

やかで落葉などの堆積するとこ

ろを好んで生息する。

●日本産は，約150種類I
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都心と五臓溌協職舞勿豚離に
いよいよ高通道路時代が到来

三
月
二
十
四
日
㈱
に
全
線
開
通

蝋騨

鱗灘識総鍵蕊騨

常
磐
抱
動
車
道

い
よ
い
よ
、
三
月
二
十
四
日
附
の
午
後
三
時
か
ら
、

常
磐
自
動
車
道
の
日
立
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
～
い

わ
き
中
央
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
五
一
・
二
ｍ
が

開
通
し
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
常
磐
自
動
車
道
は
、
埼
玉
県
三
郷

市
～
福
島
県
い
わ
き
市
ま
で
の
総
延
長
一
七
五
．
五

加
の
全
線
が
開
通
、
一
日
の
通
行
車
両
は
約
一
万
台

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

開
通
日
の
当
日
に
は
、
こ
れ
に
先
だ
ち
午
前
十
一

時
か
ら
、
北
茨
城
市
の
中
郷
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
附

近
で
関
係
者
約
一
、
五
○
○
人
が
参
加
し
て
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
な
ど
の
開
通
式
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
高
萩
市
は

都
心
と
一
時
間
三
十
分
の
距
離
で
結
ば
れ
、
と
く
に
、

高
萩
イ
、
ノ
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
手
綱
工
業
団
地
の
入
口

に
位
置
し
、
六
号
国
道
へ
約
四
ｍ
（
車
で
五
分
）
の

ア
ク
セ
ス
道
路
で
結
ば
れ
、
海
と
山
、
温
泉
な
ど
豊

か
な
自
然
を
も
つ
高
萩
市
に
と
っ
て
、
大
き
な
イ
ン

パ
ク
ト
と
な
り
、
そ
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

半
ｑ
／
○ 鍵溌

鱸
毒
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